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 本論文は、商業地景観において求められる調和をとりあつかったものである。  

 第１章では、商業地において調和した景観が求められる一方で、景観における調和の意

味内容が必ずしも明確ではなく既往研究でも明らかにされていないことを示した上で、研

究目的を述べている。  

 第２章では、景観計画の用語分析を通じて、景観形成方針をタイプ分類するとともに、

調和がそれほど優越した概念ではないことを示した。一方、行為制限においては調和がき

わめて優越した概念であることを示し、景観計画においては景観の調和は目的というより

は手段として用いられているとの結論を得ている。  

 第３章では、池袋と銀座での街頭調査を用いて、来街者の視点から調和した景観の評価

を分析している。調和した外観の建物に悪い評価がなく、調和が肯定的にとらえられてい

ることを示すとともに、色彩、意匠、間口規模など特に調和が求められる景観要素を抽出

し、これらが景観計画において調和を求める要素と概ね対応していることを示した。さら

に来街者の属性により求める景観が異なることを示し、商業地の景観づくりに有用な結果

を得ている。  

 第４章では、マンセルカラーシステムを用いて色彩の分析を行い、池袋と銀座という性

質の異なる商業地においても調和を損なう色彩は共通しており、また東京都色彩ガイドラ

インとも類似した結果を得たことから、色彩についてはある種普遍的な判断基準があるこ

とを示した。また間口の大きさについては、地区の平均から逸脱する建物が調和を損なう

ことから周囲との相対的な比較に基づく判断基準があるとの結論を得ている。景観要素に

よって調和の判断基準が異なる仕組みを持つ可能性を示したことになる。  

 第５章では、結論と今後の課題を述べている。  

なお、本論文の一部は 2012 年度都市計画学会の論文審査に合格している。  

 

 本論文は、市街地景観の調和に本格的に取り組んだ初めての研究であり、その研究方法

と成果は商業地景観のみならず、広く都市景観研究に貢献するとともに、景観づくりの現

場においても有用な知見を含んでいる。表現や分析に不十分な点もあるが、研究の骨格の

部分には問題はなく、不動産学の博士論文として充分な水準に達していると認める。  

 

1 月 29 日に、口頭試問および最終試験を行い、研究分野に関する知識が博士 (不動産

学 )に相応しいものであることを確認した。  

 

 

 

 

以上の結果、中村南華に博士（不動産学）の学位を与える資格が充分あると認める。  

 

 

 


